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第１章 計画策定の経緯と目的 

１-１ 計画策定の経緯 

東京都北区に所在する中里貝塚は、縄文時代中期から後期にかけて、当時の海岸線に形成された

大型の貝塚である。平成８年（1996）の発掘調査が端緒となり、中里貝塚は縄文時代の生産や社

会的分業、社会の仕組みを考える上で重要な遺跡として、平成 12 年（2000）、国史跡に指定さ

れた。その後、平成 24年（2012）に史跡指定地の隣接地において追加指定を行い、遺跡の保護

を図っている。 

最初の史跡指定から 20年近くが経過する中で、北区教育委員会は、中里貝塚の歴史的価値を再

評価し、その価値を広く周知することを目的と

して、平成 30 年度に『史跡中里貝塚総括報告

書』を刊行した。しかし史跡指定地は「中里貝塚

史跡広場」の暫定的な整備にとどまっており、活

用が十分に図られていない状態である。このこ

とから、中里貝塚の価値を高め、適切に保存・継

承し、史跡を活かしたまちづくりを推進してい

くため、令和 2 年（2020）3 月に「史跡中里

貝塚保存活用計画」を策定した。さらには本計画

に基づき、整備の基本理念および史跡指定地を

中心とした具体的な整備内容を検討・実現化す

るため、続く令和２年度において、「史跡中里貝

塚整備基本計画」を策定することとなった。 

 

「史跡中里貝塚保存活用計画」の概要 

（１）基本方針（大綱） 

本計画は、北区の長期総合計画である「北区基本計画2015」および「北区基本計画2020」

を具現化するための施策の 1つとして位置づけられるものである。その基本方針（大綱）

には、「保存管理の方針」「活用の方針」「整備の方針」「運営・体制の方針」の４つを保存・

活用の柱として挙げている。 

① 保存管理の方針 

国内最大規模を誇る縄文貝塚を 守り、伝える 

－ 史跡の本質的価値を適切に保存し、後世へ確実に継承する － 

〈方向性〉 

 史跡の本質的価値を適切に保存し、後世へ確実に継承するために必要な取扱基準を定
める。 

 貝塚全体の構造解明のための追加調査や周辺の関連遺跡等を含めた継続的な調査を行
う。 

② 活用の方針 

貝塚を拠点とした縄文時代の社会構造をともに 学び、活かす 

－ 地元住民や来訪者等の史跡に対する理解を深め、協働による史跡の保存活用を目指す 

－ 

〈方向性〉 

 北区飛鳥山博物館のみならず、現地においても積極的に情報発信を行う。 

 区民や地元団体、近隣の教育機関、関係諸機関等と連携しながら、史跡保護の気運の
醸成を図る。 

 中里貝塚の活用を、地域コミュニティの維持や発展につなげる。 

写真 厚く堆積した貝層（A地点） 
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③ 整備の方針 

特徴的なハマ貝塚の価値を 感じ、高める 

－ 史跡の本質的価値を顕在化し、現地で貝塚が実感できるような環境整備を目指す － 

〈方向性〉 

 本質的価値の「周知」「体感」を軸に、史跡の本質的価値を顕在化させる。 

 史跡指定地周辺は住宅街であるため、住民生活に十分に配慮した整備を行う。 

④ 運営・体制の方針 

地域に根差した史跡と人々を つなぎ、育てる 

－ 調査研究の推進や保存管理体制の充実、および関係諸機関との連携や地元参画など、

幅広い人材の確保と育成に努め、持続可能な体制づくりを図る － 

〈方向性〉 

 地域住民や関係団体との協力や連携を図り、安定した運営体制を維持する。 

 国や東京都、北区の関係部局、教育機関や専門家等と密に情報共有を行い、史跡を活
かしたまちづくりの実現を目指す。 

 

（２）整備事業計画 

「史跡中里貝塚保存活用計画」では、令和２年度に整備計画を検討する委員会を組織し、

段階的な整備を目指すこととしている。 

＜短期的な整備＞ 

・中里貝塚史跡広場の整備 

・見学ルートの設定、看板等の製作および設置 

・デジタル機器を駆使したプログラムの導入 

＜中・長期的な整備＞ 

・上中里２丁目広場の整備 

・貝塚の規模が体感できる方法の検討 

・ガイダンス施設等の検討 

 

  

図 保存活用計画 図 保存活用の考え方 
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１-２ 計画の目的 

「史跡中里貝塚整備基本計画」は、「史跡中里貝塚保存活用計画」に定められた事項を実現する

ために、より具体的な整備方針を定めることを目的とする。 

中里貝塚の本質的価値は、その多くが地下に埋没した状況にある。本質的価値を確実に保存しつ

つ、効果的な活用を推進していくためには、これらの顕在化を図り、現地にて周知・体感できるよ

うな整備が求められる。しかしながら本史跡は市街地に立地することから、整備活用には住民生活

との調和が重要課題に挙げられる。したがって本整備基本計画の策定にあたっては、社会情勢のみ

ならず、地域住民からの意見を十分に踏まえ、検討をすすめることとする。 

 

１-３ 計画の対象範囲 

中里貝塚は、東京都北区上中里二丁目に位置する。JR 京浜東北線・東京新幹線車両センターと

尾久車両センター、宇都宮線・高崎線などの線路群に挟まれる形となっている。貝層の分布は、長

さ 600～700ｍ、幅 100ｍ以上に及ぶ。貝層の堆積は概ね 1.0～4.0ｍとみられ、中心部から北

側に離れると徐々に薄くなっていく様相を呈す。 

史跡指定地は現在、「中里貝塚史跡広場」と「上中里２丁目広場」の 2箇所に分かれているが、

中里貝塚の整備活用にあたっては、「史跡中里貝塚保存活用計画」において、現在の調査研究拠点

である北区飛鳥山博物館および周辺に点在する文化財と一体的に行うことが望ましいとされてい

る。よって本計画は、史跡指定地から北区飛鳥山博物館に至るまでの、広域エリアを対象範囲とす

る。 

 

  

図 計画の対象範囲（『北区観光ガイドマップ（季節めぐり）』）に一部加筆』 

図 貝層の範囲（『史跡中里貝塚 総括報告書』p119を改変） 

上中里２丁目広場 

中里貝塚史跡広場 
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１- ４ 関連計画との関係 

本計画は、「北区基本計画 2020」や「史跡中里貝塚保存活用計画」を

上位計画としている。北区では、区政の基本方針を示した「北区基本計画

2020」を基に、魅力あるまちづくりを進めている。当計画では、「健や

かに安心してくらせるまちづくり」、「一人ひとりがいきいきと活動する

にぎわいのあるまちづくり」、「安全で快適なうるおいのあるまちづくり」

の３つの基本目標と、25の施策が示されている。 

それらの中で、特に（2-3）「個性豊かな地域文化の創造」が文化財と

密接に関わるものとなっている。その基本方針の１つには「歴史的文化

の継承と活用」として、北区が誇る歴史的文化を保存し、次世代に継承し

ていくために文化財の積極的な活用に取り組むことが示されており、施

策の方向には、次の４点が挙げられている。 

 

 

［施策の方向］ 

歴史的文化の継承と活用 

・歴史的文化を保存し、次世代に継承していきます。 

・中里貝塚を保存し、国史跡指定地の整備活用を行います。 

・史跡や文化財を観光資源として積極的に取り入れることで来街者の増加を図ります。 

・子どもの頃から北区の歴史や文化財について学ぶ機会を提供し、区民の郷土に親しむ気持ち

を育てます。 

 

また「１-１ 計画策定の経緯」にて述べたように、本計画は「史跡中里貝塚保存活用計画」にお

ける基本方針（大綱）や方向性をもとに、整備の理念や方針等を示すものである。その他、史跡の

整備活用においては「北区教育ビジョン 2020」をはじめとした教育・観光・環境・景観等の関連

計画とも密接に関わることから、これらの諸計画と整合性を図りながら、検討を進めていく。 

 

   

図 関連計画との関係 

図 北区基本計画 2020 

国の文化財保護行政

東京都の文化財保護行政

【上位計画】

北区基本計画2020

北区中期計画

北区教育ビジョン2020

北区教育・子ども大綱

史跡 中里貝塚

整備基本計画

【関連計画】

北区シティプロモーション方針

北区観光振興プラン

北区都市計画マスタープラン2020

北区環境基本計画2015

北区緑の基本計画2020

北区景観づくり計画

整合整合

史跡中里貝塚保存活用計画

保存活用の考え方

連携
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委　　員

氏　　　名 所　属　名　等

　石　川　  日出志 　明治大学教授（考古学）

　吉  村     晶　子 　名城大学教授（都市計画）

　植　月　　学 　帝京大学文化財研究所准教授（考古学）

　松  本     晴  光　 　昭和町地区自治会連合会会長

  山  田     和  夫 　上中里貝塚町会会長

  長　濱     恵美子 　公募（北区在住）

  西  原     令  春 　公募（北区在住）

  山　口     宗　彦 　北区立滝野川第五小学校長

オブザーバー

　岩  井    浩  介 　文化庁文化資源活用課　整備部門（記念物）文化財調査官

　田  所    真 　東京都教育庁地域教育支援部管理課 学芸員

区関係理事者

　丸　本　　秀　昭 　まちづくり部都市計画課長

　岩　本　　憲　文 　土木部参事（土木政策課長事務取扱い）

　杉　戸　　代　作 　土木部道路公園課長

教育委員会事務局

　小野村　弘　幸 　教育振興部長

　野　尻    浩  行 　教育振興部飛鳥山博物館長

　鈴　木    直　人 　教育振興部飛鳥山博物館　事業係長（学芸員）

　牛　山    英　昭 　教育振興部飛鳥山博物館　事業係（学芸員）

　安　武    由利子 　同上

　髙　坂    勇　佑 　同上

　加　藤    由　子　 　教育振興部飛鳥山博物館　事業係

１-５ 委員会等の設置 

１．史跡中里貝塚整備基本計画策定委員会 

本計画の策定にあたり、「史跡中里貝塚整備基本計画策定委員会（以下、「委員会」という）」を設

置し、整備活用の基本方針や具体的な整備計画等の検討を行った。委員会は各分野の専門家や地元

町会・自治会、公募区民や関係機関の代表者から構成され、文化庁文化資源活用課、東京都教育庁

地域教育支援部管理課もオブザーバーとして出席し、指導や助言を受けた。委員会の構成と経過は

次の通りである。 

 

（１）委員会の構成 
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（２）委員会の経過 

 

第１回委員会：令和２年（2020）７月[書面開催] 

・委員長選任 

 

第２回委員会：令和２年８月[書面開催] 

・史跡の現状と課題 

・史跡整備の基本方針 

 

第３回委員会：令和２年９月 28日 

・整備計画案の提示 

 

第４回委員会：令和２年 12月 7日 

・整備基本計画案の再提示 

・整備基本計画図案の再提示 

 

第５回委員会：令和３年（2021）1月[書面開催] 

・整備基本計画案の再提示 

・整備基本計画図案の再提示 

 

第 6回委員会：令和３年 3月[書面開催] 

・整備基本計画案の提示 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、第１回・第２回および第 5 回・第 6 回委員会は、書

面による開催とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 第４回委員会の開催風景 

写真 第３回委員会の開催風景 
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２．中里貝塚ワークショップ 

委員会での整備基本計画策定と併行して、公募区民によるワークショップを実施した。これは、

史跡の活用に向けて、地域住民の参画が欠かせないことから、「史跡中里貝塚保存活用計画」が示

す「中里貝塚 3つのエリア」の研究エリア（北区飛鳥山博物館）、体験エリア（中里貝塚史跡広場）、

見学エリア（上中里２丁目広場）について地域住民の意見を集約し、計画に反映させることで、よ

り実行性のある整備基本計画を作成することを目的としている。ワークショップの経過は以下の通

りである。 

 

ワークショップの経過 

第１回ワークショップ：令和２年（2020）８月[書面開催] 

・ワークショップの目的、内容、スケジュール等の確認 

・過去に実施したワークショップの内容の共有 

・中里貝塚史跡広場に関する意見交換 

 

第２回ワークショップ：令和２年９月６日 

・中里貝塚の整備・活用に関する意見交換 

 

第３回ワークショップ：令和２年 10月４日 

・中里貝塚史跡広場の整備計画案に関する意見交換 

 

第４回ワークショップ：令和 3年（2021）3月 

・整備基本計画案の報告 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、第１回ワークショップは、書面による開催とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 第２回ワークショップ 

写真 第３回ワークショップ 
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第２章 計画地の現状 

２-１ 自然的環境 

１．地形・立地環境 

中里貝塚は、東京都北区の南西部、上中里二丁目に所在する。東京都北区は、洪積台地の武蔵野

台地およびそれに連なる沖積低地の東京低地という地勢からなり、武蔵野台地の北東端ならびに東

京低地の西端に位置する。台地縁の崖線は北西から南東に走り、北区管内を東の低地側と西の台地

側とに分けている。 

中里貝塚は、武蔵野台地の北東端「本郷台」と崖線を介して連続する東京低地の西端、崖線直下

の沖積地に立地しており、北西には、武蔵野台地から出たばかりの石神井川の流れが見られる。な

お東京低地は、武蔵野台地と対岸の下総台地の間に横たわる幅広い沖積地である。この地形は、元々

最終氷期極相期に古東京川により浸食された大きな谷地形で、縄文海進最盛期（6,000～6,500

年前）に、当地が奥東京湾化した際、分厚な海成層（有楽町層）によって埋積されたものである。 

縄文時代前期末から中期にかけては、寒冷化による小海退が進み、海岸線は徐々に後退したとみ

られている。その際、本郷台直下の東京低地には砂州が形成され、飛鳥山微高地、田端微高地と呼

ばれる２つの微高地が広がった。前者は、武蔵野台地を流下してきた石神井川が東京低地に出る付

近に発達したもので、河成地形とも考えられるが、後者の成因は不明である。砂州については、海

食崖が波の営力により浸食されていく過程で崩された本郷層や立川・武蔵野ローム層等が基本材料

となり、形成されたと推定されるものである。中里貝塚はちょうど、この田端微高地の北西側に接

して分布することが判明している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 東京付近の地形面区分 
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２．気候 

・夏季は暑く多湿、冬季は寒く乾燥するという典型的な東日本型の太平洋側気候となっている。 

・平成 30 年の年平均気温は 16.8℃、年最高気温は７月の 39.0℃、年最低気温が１月の-4℃と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

３．植生 

・平成 30年度の北区緑の実態調査報告書によると、北区飛鳥山博物館のある滝野川西地区は、重

要種としてニッケイ、トサミズキ、キキョウ、タイワンホトトギス、シラン、キンラン、トウゴ

クシダ、アスカイノデ、ハリガワワラビ、アイナエ、アヤメ、ショウブ、ホンモンジスゲ、メア

ゼテンツキが確認されている。 

・中里貝塚史跡広場、上中里２丁目広場のある滝野川東地区は重要種としてイヌカタヒバ、シロヤ

マブキ、タイワンホトトギス、シラン、アヤメが分布しており、特定外来生物はオオカワヂシャ、

オオキンケイギクが確認されている。  

図 平成 30年の東京の月別平均気温 図 東京の年平均気温の推移 

図 指定地の周辺地域を構成する諸要素 
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４．景観 

・北区飛鳥山博物館のある滝野川西地区は、飛鳥山公園や旧古河庭園などの歴史的・文化的資源が

多くみられ住宅地の中に歴史的資源・文化的資源、水やみどりなどの景観資源が点在している。

歴史的資源として平塚神社、金剛寺などの寺社、西ヶ原一里塚などがある。 

・中里貝塚史跡広場、上中里２丁目広場のある滝野川東地区は歴史的資源の法音寺、東灌森稲荷神

社がある。 

［滝野川西地区］ 

滝野川１～３丁目、滝野川５～７丁目、西ケ原１～４丁目、上中里１丁目、中里１～３丁目、

田端１～６丁目 

［滝野川東地区］ 

堀船１～４丁目、栄町、上中里２～３丁目、昭和町１～３丁目、東田端１～２丁目、田端新町

１～３丁目 

図 滝野川東地区、滝野川西地域の景観資源（『みんなでつくる北区景観百選 2019MAP』より引用） 
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２-２ 歴史的環境 

１．旧石器・縄文時代 

旧石器時代の遺物が出土している遺跡は、御殿前

遺跡・飛鳥山遺跡・田端町遺跡・田端西台通遺跡で

ある。御殿前遺跡では、ナイフ形石器をはじめとす

る石器や火を焚いた痕跡を示す赤色化した礫（礫

群）が集合して出土している。特筆されるのは有樋

尖頭器と呼ばれる石器が発見され、有樋尖頭器の製

作に関連する破片類も数多く出土しており、本郷台

地上の貴重な事例である。 

縄文時代草創期では土器は発見されていないが、

草創期に特徴的な石器が西ヶ原貝塚で出土してい

る。早期では撚糸文土器や条痕文土器が飛鳥山遺

跡・御殿前遺跡・中里遺跡などで出土しており、遺

構は御殿前遺跡で早期後半の炉穴３基が検出され

ている。 

縄文海進最盛期の前期では、海岸線を見下ろす台

地上には、飛鳥山遺跡で関山式期の貝塚、七社神社

前遺跡で黒浜式期の貝塚や諸磯式期の径 200ｍ規

模の中央部に墓群を伴う環状集落などが営まれて

いる。諸磯式期の墓壙から多量の浅鉢形土器や玦状

耳飾が出土している。 

前期末から中期にかけては寒冷化による小海退が進み、海進最盛期の海岸線は徐々に後退してい

った。中里貝塚に隣接する中里遺跡では、中期初期と推定されている丸木舟（東京都指定有形文化

財）が田端微高地の砂層中から発見され、出土した多量の煤けた縄文土器や土器片錘、焼礫群など

は、海岸線での活発な活動を物語っている。縄文人の居住地は、勝坂式期の七社神社裏貝塚や大蔵

省印刷局内貝塚、加曽利Ｅ式期の御殿前遺跡など、台地上の集落であった。漁期には海岸線に下り

立ち、採貝や採藻、漁撈を行ったと推測される。 

  

  

図 中里貝塚と周辺の遺跡位置図（『史跡 中里貝塚保存活用計画』p18より引用） 

写真 中里遺跡（丸木舟） 

写真 七社神社前遺跡（土壙墓） 
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後期には海退がさらに進み、中里遺跡では埋没林や泥炭層の堆積する湿地が確認されている。出

土遺物は激減し、中期から後期初頭まで続いた海岸線での活動は終焉を迎える一方、台地上では学

史上著名な西ヶ原貝塚（東京都指定史跡）が崖線の反対側の開析谷に面して馬蹄形貝塚を形成し、

集落は晩期まで営々と存続する。近年、西ヶ原貝塚出土の土器から新たな製塩研究が進展している。

ほかでは後期の称名寺式期から堀之内式期にかけて、御殿前遺跡・飛鳥山遺跡・七社神社裏遺跡・

中里峽上遺跡などで竪穴建物や土坑から土器・石器・石棒・貝ブロックなどが出土しているが、そ

の規模は大きくない。晩期の遺跡は、西ヶ原貝塚以外では中里貝塚から晩期の安行式土器が出土し

ている。 

２．弥生・古墳時代 

稲作が開始される弥生時代前期の明確な遺跡は詳らか

ではないが、中期に入ると集落遺跡が登場する。戦前に発

見された飛鳥山遺跡出土の土器は、山内清男によって「飛

鳥山式」という土器型式が設定され、南関東で本格的な稲

作社会が形成され始めた段階に位置づけられている。中期

後半の宮ノ台式期には飛鳥山遺跡に環濠集落が営まれ、環

濠の外側に方形周溝墓群が検出されている。同時期の集落

遺跡は、南から荒川区道灌山遺跡・飛鳥山遺跡・亀山遺跡・

赤羽台遺跡が台地上の端部に連なって分布している。その

うち道灌山・飛鳥山・亀山の３遺跡は、東京低地を見下ろ

す環濠集落である。 

後期には集落数が増えその規模も大きくなる。中里貝塚

周辺の台地上には、御殿前遺跡・七社神社前遺跡・田端西

台通遺跡・田端不動坂遺跡など連綿と集落遺跡が分布し、

なかでも御殿前遺跡を中心とする西ヶ原の集落規模は格

段に大きい。御殿前遺跡では後期前半に環濠集落が造ら

れ、環濠外に方形周溝墓群を有している。後期後半の弥生

町式期にはさらに竪穴建物数は増加し、方形周溝墓・土壙

から鉄剣や鉄釧など副葬品が発見されている。また、田端

西台通遺跡の方形周溝墓からも鉄剣・鉄釧や多量のガラス

小玉が出土しており特筆される。 

後期末から古墳時代前期にかけては集落規模が縮小し、

遺跡数も減少する。田端不動坂遺跡では、珠文鏡と呼ばれ

る小型の青銅鏡と勾玉・管玉・ガラス小玉など総数 140

点以上の玉類が土坑から一括出土し、４世紀後半にムラの廃絶にあたって行われた祭祀に伴う宝器

と考えられている（東京都指定有形文化財）。当該地では、次の５世紀代の集落遺跡は確認されて

いない。また、当該期の古墳も未検出である。 

古墳時代後期では、小規模ながら集落と古墳が発掘調査されている。集落遺跡は中里峽上遺跡だ

けであり、古墳は飛鳥山古墳群と田端西台通遺跡の２つの円墳群があげられる。集落の造営年代と

古墳の築造年代は、いずれも６世紀末から７世紀前半にかけてであり、古墳の埋葬主体部が確認さ

れたのは飛鳥山 1号墳のみである。 

３．奈良・平安時代～中世・近世・近代 

奈良時代直前の７世紀後半、御殿前遺跡一帯には武蔵国

豊島郡衙が創建される。豊島郡衙は、平安時代前期の９世

紀後半まで 200年近く継続的に造営された古代律令期の

地方官衙である。これまでの調査で郡庁や正倉院、館など

の諸施設が発見されており、有数の郡衙遺跡として著名で

ある。昭和 58年（1983）に豊島郡衙が初めて発見され

た調査地点（現．北区防災センター、滝野川体育館、滝野

写真 飛鳥山遺跡（環濠） 

写真 飛鳥山１号墳 

（横穴式石室） 

写真 御殿前遺跡 
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川消防署）は、北区史跡に指定されている。 

また、郡衙の至近には中里峽上遺跡・田端西台通遺

跡・田端不動坂遺跡の律令集落があり、郡衙の造営期

間にほぼ併行する。田端西台通遺跡では、和同開珎が

１点出土している。 

豊島郡衙や集落遺跡が終焉を迎えた後の古代末期に

相当する遺跡は明確ではないが、11世紀になると豊島

郡を支配する中世領主・豊島氏が豊島郡衙の跡地周辺

に本拠をおき、鎌倉時代へと移る。平塚神社周辺の台

地上には、太田道灌が文明９年（1477）に落城させた豊島氏の居城・平塚城が築城されたと伝え

るが、中世の溝址や地下式坑、板碑などが大規模な発掘調査で検出されてはいるものの城郭の実態

は解明されていない。なお、崖線下の中里遺跡で出土した青磁・白磁など舶載磁器は、豊島氏を筆

頭とする武士たちの存在を想像させる資料となっている。 

戦国時代が終わり江戸時代になると、徳川将軍家の鷹場が設置された。御殿前遺跡の「御殿前」

は小字名であり、元は鷹狩の際に使用された御殿を意味するものである。また、飛鳥山が江戸の名

所となったのは八代将軍徳川吉宗の桜植樹によることは良く知られ、整備された街道の日光御成道

に西ヶ原一里塚（国史跡）が置かれた。現在の本郷通りには旧道を挟んで一対の塚が現存している

が、これは旧位置に保存されているものである。王子・飛鳥山・滝野川は日本橋から約２里の距離

にあり、江戸市中から日帰り可能な渓谷美と桜の山で有名な名所として親しまれていった。 

北区の地は幕末まで江戸北郊の農村に過ぎなかったが、明治以降急速に都市化が進み、千川上水・

石神井川・荒川の水利によって近代産業が開花する。日本で最初の綿紡績工場あるいは抄紙会社や

印刷局抄紙工場などが石神井川下流部に相次いで建設され、王子周辺に繊維・製紙・薬品などの諸

工場が集積して近代産業発祥の礎を築いた。 

また、西ケ原には樹木試験場や蚕病試験場、農事試験場など農業関係の研究機関が次々に開設さ

れ、近代農業技術の中心地であった。なお、飛鳥山から西ケ原には近代の国指定文化財が点在する

こともこの地の特色になっている。旧渋沢家飛鳥山邸（晩香廬・青淵文庫）・旧醸造試験所第一工

場の２つの重要文化財（建造物）に加え、旧古河氏庭園の名勝がある。 

 

 

 

  

写真 旧渋沢家飛鳥山邸（青淵文庫） 

写真 旧古河氏庭園 写真 旧醸造試験所第一工場 

写真 旧渋沢家飛鳥山邸（晩香廬） 

図 「飛鳥山花見」（勝川春潮） 
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４．北区内の指定文化財 

北区には、国指定文化財８件、国認定重要美術品１件、国選定保存技術保持者１件、国登録有形

文化財（建造物）2件、東京都指定文化財７件、北区指定文化財 37件、北区台帳登載文化財 10

件があり、その内訳は以下の通りである。 

 

指定文化財一覧 

    
  

指定文化財一覧（国）
名称 指定年月日

西ヶ原一里塚 史跡 ― 大正11年3月8日

奥山峰石（喜蔵） 重要無形文化財 工芸 技術 平成7年5月31日

スタンホープ印刷機 重要文化財 歴史資料 平成10年6月30日

中里貝塚 史跡 ―
平成12年9月6日
平成24年9月19日追加指定

旧渋沢家飛鳥山邸
（晩香廬・青淵文庫）

重要文化財 建造物 平成17年12月27日

旧古河氏庭園 名勝 ― 平成18年1月26日

近代教科書関係資料

内訳　教科書類
　　　　　掛図
　　　　　版画
　　　　　版木

重要文化財 歴史資料 平成21年7月10日

旧醸造試験所第一工場 重要文化財 建造物 平成26年12月10日

〈国認定重要美術品〉
名称 指定年月日

額面著色鬼女図 ― ― 昭和9年9月

〈国選定保存技術保持者〉
名称 指定年月日

小澤正実 選定保存技術 甲冑修理 平成10年6月8日

〈国登録有形文化財（建造物）〉
名称 指定年月日

旧赤羽台団地四一～四四号棟 建築物 住宅 令和元年12月5日

稲荷湯浴場兼主家、同長屋 建築物 文化福祉 令和元年12月5日

指定文化財一覧（都）
名称 指定年月日

西ヶ原貝塚 史跡(旧　旧跡) ―
平成11年3月3日(大正8年10月)
平成24年3月21日追加指定

飛鳥山碑(旧飛鳥山の碑) 有形文化財(旧　旧跡) 古文書 平成8年3月18日(大正15年4月)

多紀家墓所　附　金安氏墓５基
（旧多紀桂山一族墓）

史跡(旧　旧跡） ―
平成23年6月9日（昭和11年3月4
日）

王子神社のイチョウ 天然記念物 ― 昭和14年3月

稲付城跡 旧跡 ― 昭和36年1月31日

中里遺跡出土丸木舟 有形文化財 考古資料 平成16年3月10日

田端不動坂遺跡第17地点第8号土坑出
土遺物

有形文化財 考古資料 平成18年3月16日

(指定解除)

旧古河庭園 名勝 ― 昭和57年8月4日

区分

区分

区分

区分

区分
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指定文化財一覧（区）

名称 指定年月日

御殿前遺跡 史跡 ― 昭和62年4月1日

『若一王子縁起』絵巻(模本) 有形文化財 歴史資料 昭和62年12月17日

豊嶋村武藤家文書　附 複写資料 有形文化財 古文書 昭和63年11月14日

木造太田道灌坐像　附 厨子 有形文化財 歴史資料 平成元年1月25日

赤羽台第3号古墳石室 有形文化財 考古資料 平成元年1月25日

岩井家生活用具 有形民俗文化財 ― 平成2年2月13日

紙本著色平塚明神并別当城官寺縁起絵
巻

有形文化財 歴史資料 平成3年2月22日

平塚神社文書 有形文化財 古文書 平成3年8月29日

十条冨士塚　附　石造物 有形民俗文化財 ― 平成3年11月11日

浮間村黒田家文書 有形文化財 古文書 平成4年3月11日

瀧野川村芦川家文書 有形文化財 古文書 平成5年1月12日

静勝寺除地検地絵図・古文書 有形文化財 古文書 平成5年10月25日

王子村真壁家文書 有形文化財 古文書 平成6年4月12日

木造豊島清光坐像 有形文化財 歴史資料 平成6年11月22日

西蓮寺板碑群 有形文化財 歴史資料 平成7年7月24日

阿弥陀三尊来迎画像夜念仏供養板碑 有形文化財 歴史資料 平成8年9月24日

豊島馬場遺跡出土ガラス小玉鋳型 有形文化財 考古資料 平成9年9月2日

赤紙仁王(石造金剛力士立像) 有形民俗文化財 ― 平成10年4月28日

東谷戸遺跡出土土偶 有形文化財 考古資料 平成10年10月13日

東京書籍株式会社附設教科書図書館東
書文庫　附　建築工事記録他３５ミリフィ
ルム

有形文化財 建造物 平成11年3月9日

旧松澤家住宅　附 倉屋 有形文化財 建造物 平成11年3月31日

七社神社前遺跡出土鉄釧 有形文化財 考古資料 平成11年10月4日

田端西台通遺跡出土鉄剣およびガラス
小玉

有形文化財 考古資料 平成12年2月8日

王子村大岡家文書　附　典籍・絵画 有形文化財 古文書 平成12年4月11日

木像阿弥陀如来坐像 有形文化財 彫刻 平成13年4月10日

中里遺跡出土縄文土器 有形文化財 考古資料 平成13年4月10日

熊野神社の白酒祭（オビシャ行事） 無形民俗文化財 風俗慣習 平成14年4月9日

御殿前遺跡祭祀遺構出土土器 有形文化財 考古資料 平成14年4月9日

近藤勇と新選組隊士供養塔 有形文化財 歴史資料 平成15年12月10日

七社神社前遺跡土坑群出土資料 有形文化財 考古資料 平成15年12月10日

滝野川村榎本家文書　附　民俗資料 有形文化財 古文書 平成18年4月11日

稲付の餅搗唄　附 餅搗用具一式 無形民俗文化財 民俗芸能 平成8年1月23日

区分

王子田楽 無形民俗文化財 民俗芸能 昭和62年4月1日
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田端冨士三峰講祭祀具　附　関係文書 有形民俗文化財 ― 平成21年12月9日

高木助一郎日記　附　挿入文書 有形文化財 古文書 平成22年12月8日

滝野川村戸部家文書 有形文化財 古文書 令和2年6月9日

山川城官墓碑　附　山川家墓碑・記念碑 有形文化財 歴史資料 令和2年6月9日

（指定解除）

台帳登載文化財一覧（区）
名称 指定年月日

王子村大字豊島渡船場資料　附　箱１合 有形文化財 古文書 平成元年7月10日

青面金剛種子庚申待供養塔 有形文化財 歴史資料 平成3年7月4日

石造青面金剛立像 有形文化財 歴史資料 平成3年7月4日

庚申待供養石造地蔵菩薩立像 有形文化財 歴史資料 平成4年1月13日

静勝寺近代文書 有形文化財 古文書 平成4年12月3日

下村冨田家文書 有形文化財 古文書 平成21年10月5日

浮間村立石（邦）家文書 有形文化財 古文書 平成21年10月5日

香取神社本殿 有形文化財 建造物 平成21年10月5日

阿夫利神社社殿
（熊野神社旧本殿）

有形文化財 建造物 平成21年10月5日

正光寺山門 有形文化財 建造物 平成22年11月11日

田端不動坂遺跡出土古墳時代祭祀遺物 有形文化財 考古資料 平成15年5月13日

区分

中里遺跡出土独木舟 有形文化財 考古資料 平成2年9月20日
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２-３ 社会的環境 

１．北区の概要 

（１）北区の位置と立地 

北区は東京 23区の北部に位置する。荒川を隔てて埼玉県川口市・戸田市に、東は荒川区および

隅田川を隔てて足立区に接し、また一方で南は文京区・豊島区、そして西は板橋区に接する。東西

に約 2.9ｋｍ、南北に約 9.3ｋｍと、南北に細長い形状をしており、面積は 20.61ｋ㎡である。 

武蔵野台地の縁辺部から東京低地へと連続した地勢を有し、飛鳥山の桜や荒川、隅田川、石神井

川といった水辺空間に囲まれた、緑豊かな自然が魅力となっている。一方で、JR の駅が都内最多

の 11駅有することに加え、地下鉄、都電が通ることから、交通の利便性の良さも注目される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）交通網 

北区内の鉄道網や道路交通網は、JR 線をはじ

め、地下鉄や都電、バスなど複数の公共交通機関

が集まっており、都心へのアクセスが充実してい

る。 

主な路線として JR 京浜東北線、JR 埼京線、

JR山手線、JR上野東京ライン、JR宇都宮線・

高崎線、JR湘南新宿ライン、東京メトロ南北線、

東京さくらトラム（都電荒川線）がある。 

中里貝塚史跡広場、上中里２丁目広場までは、

JR３駅から徒歩でアクセス可能である（尾久駅 5

分、上中里駅 10分、田端駅 15分）。 

北区飛鳥山博物館へはＪＲ京浜東北線および

東京メトロ南北線王子駅より徒歩 5分、東京さく

らトラム飛鳥山停留場より徒歩 4 分でアクセス

可能である。 

 

 

  

図 北区の位置（区勢要覧より） 写真 飛鳥山の桜 

図 北区周辺の路線図 

写真 北区飛鳥山博物館外観 
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（３）人口 

令和 2年（2020）1月 1日時点の住民基本台帳によると、北区の総人口は 353,908人、世

帯数は 198,711世帯で、人口密度は 17,172人／ｋ㎡となっている。 

人口の推移に関しては、昭和 55年（1980）以降は減少傾向だったが、2000年代からゆるや

かな増加傾向に転じた。『北区人口推計調査報告書（平成 30年 3月）』によると、北区の人口は当

面増加が続くものの、令和 10年（2028）の 362,006人をピークに、以降は減少局面となり、

令和 20年（2038）には 356,691人へと減少するとみられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 北区の人口推移（総務省 国勢調査参照） 

図 北区の総人口および年齢 3区分別人口推計（『北区人口推計調査報告書』より作成） 
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２.計画地および周辺の環境 

（１）史跡指定地 

① 中里貝塚史跡広場 

本広場は、２箇所に分かれた指定地の西側に相当する。（p41第〇図、p69第〇図参照）広さは

4,071.04㎡である。 

広場は金網柵で囲まれており、周囲には住宅とビルがある。 

広場に入る入り口は、南・北・東の 3箇所がある。夜間は施錠している（南側は常時施錠）。広

場内は全面芝で覆われており、史跡標柱 2箇所、説明板 1箇所のほか、花壇がある。 

広場の維持管理は、北区が地元町会から成る「中里貝塚史跡広場管理委員会」に委託し、門扉の

開錠・施錠や、広場の清掃および除草、花壇の管理を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 中里貝塚史跡広場写真位置図 
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① 史跡の説明板 ② 史跡標柱 

  

③ 倉庫 ④ 周辺住宅地 

  

⑤ 周辺住宅地 ⑥ 広場 

  

⑦ 花壇 ⑧ 金網柵 
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② 上中里２丁目広場 

本広場は、2 箇所に分かれた指定地の東側に相当する。（p41 第〇図、p69 第〇図参照）敷地

は、区道をはさんで南北に分かれるが、両所合わせた広さは 2,177.45㎡である。 

広場は金網柵や防球ネットで囲われており、周囲には住宅と尾久車両センターおよび関連施設が

ある。 

広場に入る入り口は、区道に面した位置にそれぞれ 1箇所、および広場の東側に南北各２箇所の

計６箇所ある。夜間は施錠している（最も北寄りの１箇所を除く、東側の３箇所は常時閉鎖）。広

場内は北側のみダスト舗装されており、史跡標柱各１箇所、南側に公衆トイレ、水飲みがある。説

明板は、金網柵沿いに２箇所設置されている。広場の維持管理は、北区役所道路公園課が行ってい

る。 

 

 

 

 

  

図 上中里 2丁目広場写真位置図 
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① 既存樹木 ② 公衆トイレ、水飲み 

  

③ 屋外卓、樹木 ④ 金網柵、防球ネット 

  

⑤ 広場 ⑥ 説明板、時計 

  

⑦ 防災倉庫 ⑧ 隣接する住宅 
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③ 史跡指定地へのアクセス環境 

史跡指定地は、JR の線路群に挟まれる位置に立地する。そのことから JR 線からのアクセスが

良く、東北本線の尾久駅および、京浜東北線の上中里駅・田端駅の３駅が徒歩圏内にある。 

最も近いのが東北本線の尾久駅で、尾久車両センターの構内を横断する地下通路「タイムカプセ

ル平成ロード」を通ると、徒歩５分でアクセス可能である。東北本線は、東京駅（東京都千代田区）

から盛岡駅（岩手県盛岡市）を結ぶ路線である。埼玉県以北や、都心以南の遠隔地からの来訪に使

用される傾向にある。また京浜東北線の上中里駅からは徒歩 10分、田端駅からは徒歩 15分でア

クセスすることができる。京浜東北線は、大宮駅（埼玉県さいたま市）から東京駅を経由して、横

浜駅（神奈川県横浜市）を結ぶ路線であり、比較的近隣からの来訪者に利用されている。 

ただし最寄り駅からの徒歩を除くと、史跡指定地へのアクセスは極めて難しい状況にある。史跡

指定地直近において、路線バス等公共交通機関の停留所はなく、史跡指定地に付属した駐車場・駐

輪場もない。有料駐車場は、尾久駅北側の明治通り沿いに比較的多くあるが、史跡指定地周辺では

わずかな台数の乗用車が停められる程度である。 

また２つの史跡指定地は 100ｍほど離れた場所に立地する。そのため両指定地間の移動手段も

徒歩となる。中里貝塚史跡広場→上中里２丁目広場の場合、来訪者の多くが JR線沿いの比較的広

い区道（北 65号）を経由するルートをとるのに対して、上中里２丁目広場→中里貝塚史跡広場の

場合には、南北にわかれた上中里２丁目広場の間を通る区道（北 399号）を移動する状況がしば

しばみられる。なお本道は幅員が狭いもので、住宅の間を通る、いわゆる生活道路である。 

そして現在の調査研究拠点である北区飛鳥山博物館から史跡指定地までは、1.5～1.6kmほどの

距離にある。その間の移動は、徒歩にて約 20分もしくは、一部 JR（京浜東北線／王子駅～上中

里駅）や都営バス（草 64系統／飛鳥山停留所～尾久駅前停留所）を利用して史跡指定地最寄り駅

まで移動し、各最寄り駅からは徒歩にて現地に向かうというものである。 

なお史跡指定地の所在については、北区飛鳥山博物館ホームページや文化財ガイドブック『北区

のたからばこ』（北区飛鳥山博物館発行）や、『北区観光ガイドマップ』（北区産業振興課発行）にて

周知を行っている。しかし最寄り駅から史跡指定地に至るまでの行程上において、史跡指定地の所

在地やルートを示すような案内板・説明板等はない。 

  

図 史跡指定地へのアクセス状況 
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（２）史跡指定地周辺の公共施設等 

中里貝塚の周辺には、複数の公共施設等が点在する。JR尾久駅近くには、昭和町区民センタ

ー・昭和町ふれあい館・昭和町図書館（複合施設）がある。また北区立堀船中学校・堀船小学

校・滝野川第五小学校があり、これらの３校は「堀船中サブファミリー」として、さまざまな連

携・交流活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）計画地周辺の文化財 

計画地周辺の滝野川西地区・滝野川東地区は、北区内でも文化財が密集する地域である。特

に滝野川西地区の武蔵野台地縁辺部には、指定文化財が多く所在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画地周辺の文化財 ※現在作成中 

図 学校ファミリーについて 
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指定文化財 

滝野川西地区 

・北区立飛鳥山公園／旧渋沢家飛鳥山邸（青淵文庫・晩香盧）［ 重要文化財（建造物）］ 

飛鳥山碑［ 有形文化財（古文書）］ 

 

・旧醸造試験所第一工場［ 重要文化財（建造物）］ 

・西ヶ原一里塚［ 史跡］ 

・七社神社前遺跡／七社神社前遺跡出土鉄釧［ 有形文化財（考古資料）］ 

七社神社前遺跡土坑群出土資料［ 有形文化財（考古資料）］ 

・西ヶ原貝塚［ 史跡］ 

・東谷戸遺跡／東谷戸遺跡出土土偶［ 有形文化財（考古資料）］ 

・御殿前遺跡［ 史跡］ 

御殿前遺跡祭祀遺構出土土器［ 有形文化財（考古資料）］ 

・平塚神社／紙本著色平塚明神幷別当城官寺縁起絵巻［ 有形文化財（歴史資料）］ 

平塚神社文書［ 有形文化財（古文書）］ 

・城官寺／多紀家墓所 附 金安氏墓 5基（旧多紀桂山一族墓）［ 史跡］ 

山川城官一族墓碑 附 山川家墓碑・記念碑［ 有形文化財（歴史資料）］ 

・旧古河氏庭園［ 名勝］ 

・田端八幡神社／田端冨士三峰講祭祀具 附 関係文書［ 有形民俗文化財］ 

・田端西台通遺跡／田端西台通遺跡出土鉄剣およびガラス小玉［ 有形文化財（考古資料）］ 

・東覚寺／赤紙仁王（石造金剛力士立像）［ 有形民俗文化財］ 

滝野川東地区 

・東京書籍印刷／近代教科書関係資料［ 重要文化財（歴史資料）］ 

東京書籍株式会社附設教科書図書館東書文庫 附 建築工事記録他 35 ミリフ

ィルム［ 有形文化財（建造物）］ 

・中里遺跡／中里遺跡出土丸木舟［ 有形文化財（考古資料）］ 

中里遺跡出土土器［ 有形文化財（考古資料）］ 

  

飛鳥山碑 

西ヶ原貝塚 御殿前遺跡 

西ヶ原一里塚 
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３. 法規制 

（１）文化財保護法（史跡指定地、周知の埋蔵文化財包蔵地） 

【担当窓口：北区教育委員会事務局教育振興部飛鳥山博物館】 

史跡中里貝塚（濃い赤）は平成12年（2000）９月６日に国史跡に指定され、平成24年（2012）

９月 19日に西側の一部が追加指定されている。指定地内は、文化財保護法 125条において「そ

の現状を変更し、またはその保存に影響を及ぼす行為をしようとするときは、文化庁長官の許可

を受けなければならない」と定められている。また、指定地周辺は文化財保護法における周知の

埋蔵文化財包蔵地（中里遺跡北区 No30（薄い赤））となっており、開発行為等により土地の掘削

を行う場合には、事前の通知・届出が義務づけられている。 

 

 

  

図 中里貝塚周辺の埋蔵文化財包蔵地 
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図 用途地域図 

（２）都市計画法（用途地域、用途制限など） 

【担当窓口：北区まちづくり部都市計画課】 

北区は「東京都市計画区域」にあり、荒川・隅田川・新河岸川が市街化調整区域となっている以

外は、全て市街化区域となっている。 

史跡指定地周辺の用途地域は、準工業地域に指定されている。この地域には、住宅や中小工場

が混在する。危険性が大きいか又は著しく環境を悪化させるおそれがある工場などは建てられな

い地域となっている。 

 

 

図 中里貝塚周辺の用途地域 
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（３）災害対策基本法（避難場所、避難所など） 

【担当窓口：北区危機管理室防災・危機管理課】 

災害対策基本法とは、「国民の生命、身体及び財産を災害から保護し、もって、社会の秩序の維

持と公共の福祉の確保に資することを目的」とした法律である。北区は平成 30 年（2018）に

改訂版の『東京都北区地域防災計画（震災対策編・風水害対策編）』を策定している。 

避難場所とは、地震火災から住民の生命を守るため、火災が鎮火するまで待つ場所であり、東

京都震災対策条例に基づき昭和 47年（1972）から東京都が指定している。平成 30年（2018）

６月に第８回の指定見直しを行い、北区内の避難場所は 21か所となっている。 

史跡指定地周辺の避難場所としては、「ＪＲ田端・尾久駅周辺一帯」が指定されているが、操車

場のため、通常は立ち入ることができないことから、災害時に近隣住民が速やかに避難できる状

況とはなっていない。 

 

 

図 中里貝塚周辺の避難場所及び避難所 
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（４）東京都屋外広告物条例 

【担当窓口：北区土木部施設管理課】 

東京都屋外広告物条例では、屋外広告物等を出す（＝屋外広告物を表示し、又は屋外広告物を

掲出する物件を設置する）ことを禁止する必要のある地域や場所を禁止区域（条例第６条）とし

て定めているとともに、街路樹やガードレールなどの屋外広告物を出せない禁止物件（条例第７

条）を定めている。また、知事の許可を受けることによって屋外広告物を出せる地域や場所を許

可区域（条例第８条）として定めている。 

中里貝塚史跡広場は、「公共団体の管理する公園」に該当する。禁止区域、禁止物件及び許可区

域の概要は、以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 （『屋外広告物のしおり』p2を改変） 
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（５）景観法 

【担当窓口：まちづくり部都市計画課】 

景観計画では、北区全域が景観計画区域と

なっており、景観に関する方針や景観形成基

準と特定地区の景観まちづくりの目標及び

良好な景観づくりに関する方針や景観形成

基準を設けている。 

中里貝塚史跡広場、上中里２丁目広場は、

一般地区となっており、北区飛鳥山博物館は

景観形成方針地区となっている。 

対象の行為、規模の場合は、景観形成基準

に準じたものとし、事前の届け出が必要とな

る。 

表 届出対象行為・規模 

図 景観計画区域の指定 

中里貝塚史跡広場塚広場 

上中里２丁目広場 
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